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は，日中に発生している余剰労働力（10 時～15 時の 5 時間程度）が活用可能であることが明らかになった．そして，日
中の余剰労働力のみを利用した堆肥販売を行うには，畜産農家間の協力により，堆肥販売を行う労働力の配分が必要とな
る．
 
論文審査結果の要旨 
 
  
 本論文，「大規模干拓地における環境保全型畜産経営の成立条件」が，学位論文として評価に値する
水準に達しており，また竹内重吉氏が学位（学術）の学位を授与することに充分な研究能力を有する事
を認める。 
 畜産経営に由来する環境問題の解決は，日本農業の抱える問題である。更に，対象地域である笠岡湾
干拓地は，地域農業において重要な役割を果たしており，環境保全型畜産経営の成立が求められている。
以上のように研究テーマ及び課題の設定において地域の要請に応えたものであり，同時に，研究の視点
も意欲的であることも高く評価できる。 
 対象地域の実態調査を踏まえて，モデル構築を行っており新たな知見を得ている面からも学位論文に
ふさわしい水準にある。 
 
